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NO.973

15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２3 年　１１月　２６日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 若村和仁師　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 渡辺愛秀兄　　　
　受付 ： 若村めぐみ姉　 

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 愛 秀 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 聖い心」

「 いのちの光」

聖歌３３２番「 飼い主なる主よ」

マタイ２５章１節～１３節

「 主を待ち望む備え」

聖歌４５６番「 さかえの王にます主の」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

マタイ２５章１節～１３節

1, そこで、 天の御国は、 それぞれともしびを持って花婿を迎えに出る、

十人の娘にたとえることができます。

2, そのうちの五人は愚かで、 五人は賢かった。

3, 愚かな娘たちは、ともしびは持っていたが、油を持って来ていなかった。

4, 賢い娘たちは自分のともしびと一緒に、 入れ物に油を入れて持って

いた。

5, 花婿が来るのが遅くなったので、 娘たちはみな眠くなり寝入ってしま

った。

6, ところが夜中になって、 『さあ、 花婿だ。 迎えに出なさい』 と叫ぶ声

がした。

7, そこで娘たちはみな起きて、 自分のともしびを整えた。

8, 愚かな娘たちは賢い娘たちに言った。 『私たちのともしびが消えそう

なので、 あなたがたの油を分けてください。』

9, しかし、 賢い娘たちは答えた。 『いいえ、 分けてあげるにはとても足

りません。 それより、 店に行って自分の分を買ってください。』

10, そこで娘たちが買いに行くと、 その間に花婿が来た。 用意ができ

ていた娘たちは彼と一緒に婚礼の祝宴に入り、 戸が閉じられた。

11, その後で残りの娘たちも来て、 『ご主人様、 ご主人様、 開けてくだ

さい』 と言った。

12, しかし、 主人は答えた。 『まことに、 あなたがたに言います。 私は

あなたがたを知りません。』

13, ですから、 目を覚ましていなさい。 その日、 その時をあなたがたは

知らないのですから。

「主を待ち望む備え」 
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2023 年 11 月 22 日御言葉

ローマ人への手紙　3 章 20 ～ 24 節

20, なぜなら、 人はだれも、 律法を行うことによっては神の前に義と認められないからです。 律法を通して生じ

るのは罪の意識です。

21, しかし今や、 律法とは関わりなく、 律法と預言者たちの書によって証しされて、 神の義が示されました。

22, すなわち、 イエス ・ キリストを信じることによって、 信じるすべての人に与えられる神の義です。 そこに差別

はありません。

23, すべての人は罪を犯して、 神の栄光を受けることができず、

24, 神の恵みにより、 キリスト ・ イエスによる贖いを通して、 価なしに義と認められるからです。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●私たちが神様の前に義と認めていただくためにはどうすればよいのでしょうか？その答えが今日の御言葉には

書かれています。その回答は、「旧約聖書で語られてきた律法を守り行うことによって救いが得られるのではない」

ということです。

人の魂の救いは、 旧約聖書時代から約束されてきた 「神の愛と義の現れである、 イエス ・ キリスト （神の愛）」

を信じ受け入れることを通して、 与えられると語ります。

「信じるだけで救われるってとても簡単でうれしい知らせ」 ですが、 本当にただ信じるだけでよいのか？と、 疑問

も出てくるのです。 それは、 神様に一度罪を告白してイエスキリストを通して示された愛を信じたら赦されている

のだから、 あと何をしてもすべてが赦されるという考えが生まれてきてしまい、 世の中は逆に罪がはびこるので

はないか？という疑問です。 実際にそのような表面的な信仰を持ち開き直って平気で罪を犯し続けてしまうよう

な人が世の中にいるのは事実です。

そのような表面的な信仰告白を持つ人がいるからこそ、 ただキリスト ・ イエスを信じますと口で告白するだけで

救われるのは危険であるとという思いが生まれるのも当然です。 　

　ですから、 ヤコブ 2 章 26 節には 「からだが霊を欠いては死んでいるのと同じように、 信仰も行いを欠いては

死んでいるのです。」 とも書かれているのです。

　こちらの御言葉を聞かされると、 では・ ・ ・やはり、 救われるためには、 律法を守り通す 「行い」 がなければ、

救われないという事なのか？　と、 悩まされます。 　

　大切なことは、 まずは、 私たち自身から聖書の律法にかなう行いが生まれてくることは難しいという事なので

す。 人間というのは、 ただ栄養さえ与えていれば生きていけるような生き物ではないのです。 神と人に愛され

て育っていくのです。 そして愛を受けた者こそが、 またその愛を実践していける者へと成長していきます。 ですか

ら、 私たちは、 まずは、 聖書の御言葉を通して自分の弱さや、 愛のなさ知り、 認め、 悔い改め、 素直に、 神

に愛されていることを 「知り、 信じ、 受け入れる」 ことが大切なのです。 私たちは、 このキリスト ・ イエスを通

して示された神の愛を信じてこそ義と認めていただけることを信じる事が大切なのです。

　しかし、 神の愛を信じるだけで救われると語るから、 行動が伴わないような人が生まれるのではないか？とい

う意見も出るかもしれません。 しかし、 逆に行いが先になれば、 自分の力ではできないからこそ、 嘘をついて人

に認めてもらおうとしたり、 誰か自分よりできない人と比べて優越感に浸ったりしてしまうような方向へ行く可能

性があるのです。

　神の恵みをまず受ける事がなぜ大切かを水とコップで例えることができます。

　コップは私たちです。 水は愛にたとえます。 コップに水を入れ続ければ、 水はあふれかえります。 それと同じで、

私たちの心にまず神の愛を信じ受け入れ続けるならば、 その愛はあふれる水と同じで、 愛は外へあふれていく

のです。 ですから、 コップに水をまず入れあふれるばかりになることが大切なように、 私たちも、 まずは神の愛

を受け、 愛にあふれるばかりにならなければ、 他の人に愛を分ける （実践する） 余裕などは生まれないのです。

ですから、 まずは、 私たちは、 空っぽな心を決して途切れる事のない神様の愛で満たしていただく必要がある

のです。 だからこそ、 救いのスタートは、 行いではなく、 まず、 空っぽの心に神様の愛を素直に受け入れること

から始まるのです。

　日々、 神の愛を信じ受け入れ、 罪ある私たちですが、 ただただ神の愛によって、 義と認めていただいたことに

感謝する者でありたいです。 そして、 神から愛を受けた者として、 愛を実践していける者でありたいです。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 11月22日（水)

 11月19日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　2 人

礼　　　　　拝    2+0 人    7+2 人   7+4 人  22（16+6）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会     　　　　　１人　　２人　　　　３人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝「アドベント（待降節）」（12月 3日〈日〉）

司　　会 ： 若村和仁師　　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： マタイ２５章５節～２４節

説　　教 ： 「クリスマス前の出来事」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「素晴らしいホーリーナイト」 「主イエスの十字架の血で」

　　　　　　　　聖歌１２３、 聖歌１３５、 教会福音讃美歌２５９、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 本多志依姉

集会案内

礼          拝            　　 　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
12月 3日 (日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈　　り　　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:0011月29日(水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい .

★原市場聖書教会での礼拝は以下の個人の感染防止対策にご協力お願いいたします。

　　1, 発熱等の症状がある場合は、 無理をせず Zoom をご利用下さい。

　　２ マスクの着用については個人の判断を基本といたします。

　　　 体調がすぐれないと感じられた際は着用をご検討ください。

★２０２３年１１月２３日 （木）　オープンチャーチカフェの尊いご奉仕お疲れさまでした。

   ●コーヒーコーナーの利益は２０, ４５９円でした。 　売り上げの献金打ち明けは以下の通りです。

　　　　 ・ バルナバ基金へ 7,500 円　　 ・ 飯能日高市民クリスマスへ７，５００円

　　　　 ・ 原市場聖書教会会堂献金へ 5,459 円　※ 詳しい会計報告は別紙をご参照ください。

★１２月２日 （土）　「飯能日高市民クリスマスコンサート」 がマロウドイン飯能で行われます。

　　前売りチケット販売もおこなっております。 　必要な方は若村まで。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ １１月２７日 ~ １２月１日 （月～金） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書）

・ １１月３０日 （木） hi-b.a. 川越集会 （場所 ： ウェスタ川越）

飯能日高ｺﾞｽﾍﾟﾙｸﾜｲﾔｰ練習会　 　　　　　　　　 10:30 ～ 12:0012 月 1 日 ( 金）

-7-



頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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